
1923年（大正12年）9月1日に発生した関東大震災を契機に、「政府、地方公共団体等関係諸機関をはじめ、

　広く国民が台風高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、これに対処する心構えを準備する」こととし、

 『防災の日』が制定されました。この日を中心に全国各地で「災害への備えを怠らないように」という戒めも込め、

　防災訓練が行われる日となっています。

自分の住んでいる地域にどんな危険が潜んでいるか把握しておくことも重要です。

　国・県・各市町村では、ハザードマップというものを公開しています。

　 ハザードマップでは、土砂災害や浸水等の危険区域や、災害時の避難所などが

　記載されています。一度確認してみましょう。

享保3年（1718）7月26日 中央構造線（南信濃和田付近）を震源とする

　マグニチュード７の地震が発生しました。遠山地震です。この地震で盛平山の北斜面が崩れ落ち、岩塊は遠山川をせきとめました。

　この時に出来た山が出山です。川をせきとめたことにより、上流側に天然ダムが形成されました。夜には天然ダムが決壊し、

　土石流となって一気に下流側へ氾濫しました。これにより一晩でできたのが「夜川瀬」地区（現在、道の駅やかぐらの湯がある場所）

　であります。遠山川流域でも過去にこのような大災害の歴史があります。

出典：地震ハザードステーション

平成23年度 天竜川水系 尾尾余ヶ沢砂防堰堤
橋梁補強工事では、現場で発生した支障木を
霜月祭りの薪として提供させて頂きました。

防災の日（9月1日）

遠山川流域の地震による被害

国土交通省中部地方整備局

天竜川上流河川事務所

遠 山 川 砂 防 出 張 所

平成24年/ 6 号(平成24年09月発行）

～霜月祭りへの支障木提供～

～気象にまつわる言い伝え～

～雨～
　・猫が耳を越して顔を洗うと雨になる。
　・太陽や月が傘をかぶると雨になる。
　・雨蛙が鳴くと雨になる。
　・朝焼けは雨になる。
　・病気が悪くなると雨になる。

～風～
　・蜂が低いところに巣を作ると台風がくる。
　・蜂が石や土に巣を作る年は台風が吹く。
　・とうもろこしの根が強く張る年は台風が吹く。

南信濃 八重河内地区の
ハザードマップ

和田小学校より望む出山出山と夜川瀬（昭和40年） 今後30年の震度6以上 地震発生確率
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